
学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振

り返りながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考

えたりする活動を通して、 を育成する。

おかやまキャリア・パスポートについて（別紙）

おかやまキャリア・パスポートの定義

児童生徒が、小学校から高等学校までの諸活動について、特別活動の学級
活動を要として、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返った
りしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう学習過程や成果などの
記録を計画的にファイル等に蓄積したポートフォリオのこと。

※キャリア…人が生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を見出していく連なりや積み重ね

おかやまキャリア・パスポート活用の目的

○児童生徒が、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったり
して、自己評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実
現につなぐ。

○教師は、キャリア・パスポート等の記述をもとに対話的にかかわることに
よって、児童生徒の成長を促し、系統的な指導に資する。

小・中学校学習指導要領の抜粋

おかやまキャリア・パスポートの活用イメージ

〇第１章 総則 第３の１の（４）

児童生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を、計画的に
取り入れるように工夫すること。

〇小学校 第６章 特別活動 第２〔学級活動〕３内容の取扱い（２）
中学校 第５章 特別活動 第２〔学級活動〕３内容の取扱い（２）

学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返りながら、
新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行うこと。
その際、児童生徒が活動を記録し蓄積する教材等を活用すること。

主体的に学びに向かう力

おかやまキャリア・パスポートの活用で期待される成果

日々の教科等のワー
クシートや学校行事
等の記録をファイリ
ングして蓄積する。

基礎資料

基礎資料を振り返り、おか
やまキャリア・パスポート
を作成し、対話や自己評価、
相互評価に活用し、今後の
学習や生活への見通しを立
てる。

おかやま
キャリア・パスポート

校種を越えて蓄積したキャリア・
パスポートによる振り返りにより、
新たな学習や生活の意欲につなげ
たり、将来の生き方を考え、「主
体的に学びに向かう力」を育成す
る。

12年間の学びの轍を蓄積
キャリア・パスポート
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